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②市民の皆さんの安心を守るために～災害に強いまちづくりへ～
⑤行財政改革検討委員会から報告書が提出されました／小田原城天守閣で、一筆箋を発売／⑥すべての子育て家庭を支援していくた
めに／⑦ケアタウン構想検討委員会から報告書が提出されました／⑧平成22年度当初予算の概要／⑩おだわら情報／⑫〈連載〉尊徳
道歌のこころ／ 6月1日からがん検診・特定健診・長寿高齢者健診・成人歯科健診がはじまります／⑬〈連載〉市民力／今月の笑顔／⑭市
長の現場訪問／⑮「ありがとう片浦中学校」／⑯〈連載〉あの日 あのとき 小田原 （○数字はページ番号です）
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『地震』『風水害』『火災』・・・暮らしの中で起こる突然の災害。
国内だけではなく海外でも地震などの被害が相次いでいま
す。最近では、ハイチやチリ、中国での大地震。国内では
昨年７月に起こった中国・九州北部の集中豪雨などが記憶
に新しいところです。災害に備えるために重要な、公的な
施設の整備など、市が進めている取り組みを紹介します。

ブレース（筋交い）を入れて
建物を強化しました。
〈泉中学校〉

平成22年3月に新しく建て替えた
富水小学校・体育館の前で

～災害に強いまちづくりへ～～災害に強いまちづくりへ～～災害に強いまちづくりへ～

市民の皆さんの
安心を守るために

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
15
年
。
私
た
ち
は
こ
の

災
害
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の

備
え
は
も
ち
ろ
ん
、
建
物
の
耐
震
性
の
向
上
、
避
難
所

の
確
保
な
ど
、
災
害
は
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
、

Y教育総務課　☎３３-1673　　河川課　☎３３-1626　警防課　☎49-4420　

学
校
・
幼
稚
園
の

耐
震
化
が
完
了
！

　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生

活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

災
害
対
策
を
進
め
て
き
た

市
立
の
小
中
学
校
、
幼
稚
園
施
設
の
耐
震
化（
耐

震
補
強
工
事
な
ど
）が
平
成
22
年
３
月
末
で
完

了
し
ま
し
た
。
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
が
毎

日
過
ご
す
場
所
で
あ
り
、
ま
た
、
大
き
な
地

震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
地
域
の

皆
さ
ん
の
避
難
所
に
も
な
り
ま
す
。

　

耐
震
化
を
進
め
た
結
果
、
す
べ
て
の
学
校

施
設
が
、
国
の
定
め
る
耐
震
基
準
を
満
た
し
、

震
度
６
強
程
度
の
大
き
な
地
震
に
対
し
て
も
、

倒
壊
す
る
危
険
性
が
低
く
な
り
ま
し
た
。

補強前…壁が薄いことが分かります。

学
校
・
幼
稚
園
の

耐
震
化
が
完
了
！

　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生

活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

災
害
対
策
を
進
め
て
き
た

地震に
   強く！

　市内には25の小学校と11の中学校、そして6の幼稚園があります。その施設の
多くが、子どもの人口が急増した昭和40年代から50年代前半に建設されたもので
す。現在の耐震基準は昭和56年に定められたものですから、ほとんどの施設がそ
の基準より前に建てられた施設ということで、耐震の調査や工事を進めてきました。
体育館の工事のときは部活動もできなくなり、子どもたちに不便をかけたこともあ
りました。この耐震化には多くの年月と費用がかかりましたが、皆さんの理解と協
力により進めることができました。これからも子どもたちが安心して学校生活が
送れるよう施設整備に取り組んでいきます。

『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
地
震
や
風
水
害
、
そ
し
て
火
災
へ
の
備
え
。『
災
害

に
強
い
ま
ち
小
田
原
』
へ
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。

教育総務課
古滝 陽介さん

子どもたちと地域が安心して利用できる施設のために

補強工事中…等間隔に鉄筋を入れ
て壁を強化します。

補強後…壁の厚さは約20cmです。
地震に強い建物になりました。

〈耐震補強工事のようす ～曽我小学校～〉
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特集／災害に強いまちづくりへ！！

①
酒
匂
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

4
月
に
オ
ー
プ
ン
！

　

酒
匂
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
昨
今
の

局
地
的
な
ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
台
風
時
の

大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
時
に
、
水
防
活

動
を
行
う
う
え
で
必
要
な
土
砂
等
緊
急

用
資
機
材
を
備
蓄
し
、
災
害
時
に
は
緊

急
復
旧
を
迅
速
に
行
う
た
め
の
現
地
対

策
基
地
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
時
以
外
に
も
水
防
訓
練
や
防
災

学
習
な
ど
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

①
酒
匂
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

　

酒
匂
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
昨
今
の

局
地
的
な
ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
台
風
時
の

水害に
   強く！

水防活動要員待機・会議室

②
大
蓮
寺
排
水
路
工
事

　

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事（
※
）
に
着
工
！

　

小
田
原
駅
周
辺
な
ど
の
中
心
市
街
地
は
、
都
市
化
に

よ
り
台
風
や
集
中
豪
雨
時
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
や
す

く
、
早
急
な
対
応
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
20
年
度
か
ら
３
年
間
の
予
定
で
、
浸

水
被
害
を
解
消
す
る
た
め
の
大
蓮
寺
排
水
路
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
、
小
田
原
駅
東
口
臨
時
駐
車
場
か
ら
小

　

こ
の
工
事
は
、
小
田
原
駅
東
口
臨
時
駐
車
場
か
ら
小

田
原
城
跡
の
史
跡
を
迂
回
し
な
が
ら
、
旧
城
内
高
校
前

田
原
城
跡
の
史
跡
を
迂
回
し
な
が
ら
、
旧
城
内
高
校
前

の
駐
車
場
ま
で
約
６
８
０
ｍ
の
排
水
路
工
事
で
す
。

の
駐
車
場
ま
で
約
６
８
０
ｍ
の
排
水
路
工
事
で
す
。

　

普
段
、
私
た
ち
の
目
に
見
え
な
い
地
面
の
下
で
、
安

心
で
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
日
夜
作
業
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

過去、小田原駅西口付近は集中豪雨により、冠水してしまう
ことがありました。

▼

※シールドトンネル工事
工事起点から工事終点までシールドマシーンで掘削し、
内径2.4mの水路を造り、雨水を排水します。

水防現地対策室

防災訓練のようす

工事起点

工事終点

酒匂川防災ステーション
場　　所：小田原市寿町五丁目22番地32号（小田原大橋近く）
敷地面積：4,945.78㎡
延床面積：242.92㎡　水防現地対策室、水防活動要員待機・会議室を備える
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特集／災害に強いまちづくりへ！！

南
分
署
に
最
新
鋭
の
は
し
ご
付
消
防
自
動

車
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
高
規
格
救
急

自
動
車
が
配
備
！

　

消
防
署
南
分
署
に
、
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
高
規
格
救
急
自
動
車

が
配
備
さ
れ
、
消
防
・
救
急
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
し
た
。

１
．
30
ｍ
級
先
端
屈
折
式
は
し
ご
付
消
防
自
動
車　

　

新
型
の
は
し
ご
車
は
、
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
装
備
し
、

高
度
な
機
能
と
安
全
性
を
備
え
、
中
高
層
建
物
の
火
災
な
ど
に
対

し
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
だ
け
で
な
く
、
低
所
に
お
け
る
救
助

活
動
に
も
そ
の
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
新
鋭
の
車
両

で
す
。

２
．
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　

新
型
の
消
防
ポ
ン
プ
車
は
、
道
幅
の
狭
い
道
路
で
の
走
行
も
考

慮
し
、
車
体
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
設
計
し
た
低
排
出
ガ
ス
車
で
環
境

南
分
署
に
最
新
鋭
の
は
し
ご
付
消
防
自
動

車
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
高
規
格
救
急

自
動
車
が
配
備
！

　

消
防
署
南
分
署
に
、
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
高
規
格
救
急
自
動
車

火災に
   強く！

消防ポンプ自動車は新鋭のA-2級ポンプによりすばやく吸水でき、ま
た毎分約2,600ℓ放水ができることで送水能力が格段に向上しました。
はしご車は先端部分が屈折することで、活動範囲がさらに広がりました。

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

３
．
高
規
格
救
急
自
動
車

　

新
型
の
高
規
格
救
急
車
は
、
車
内
で
も
救
急
救
命
士
が
高
度
救

命
用
資
機
材
を
使
用
し
て
救
命
処
置
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
増
加

す
る
救
急
需
要
に
対
応
し
た
円
滑
な
救
急
活
動
を
進
め
ま
す
。

災害時に備え、日々訓練を行っている職員たち

すぐに出動できる態勢を整えている緊急車両

災
害
に
備
え
、

災
害
に
備
え
、

日
ご
ろ
の
心
掛
け
も
大
切
に

日
ご
ろ
の
心
掛
け
も
大
切
に

日
ご
ろ
の
心
掛
け
も
大
切
に

日
ご
ろ
の
心
掛
け
も
大
切
に

　

２
か
月
前
、
地
球
の
裏
側
の
チ
リ
で
発
生
し

　

２
か
月
前
、
地
球
の
裏
側
の
チ
リ
で
発
生
し

た
地
震
で
は
、
丸

た
地
震
で
は
、
丸
1
日
以
上
も
経
過
し
て
か
ら

日
以
上
も
経
過
し
て
か
ら

日
本
に
津
波
が
到
達
し
ま
し
た
。
小
田
原
で
は

20
cm
の
津
波
を
観
測
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

災
害
の
被
害
を
抑
え
る
に
は
施
設（
ハ
ー

ド
）の
充
実
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
最
大
限

に
活
用
す
る
、
人
の
力（
ソ
フ
ト
）が
重
要
で
す
。

今
回
の
津
波
で
は
、
警
報
が
発
表
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
避
難
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
海

岸
で
の
レ
ジ
ャ
ー
客
が
、
全
国
で
１,
０
０
０

人
を
超
え
て
い
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
も

大
切
な
の
で
す
。
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行財政改革検討委員会から
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
20
年
度
に
抜
本
的
な
行
財

政
改
革
の
実
施
項
目
や
そ
れ
を
支

え
る
土
台
を
提
言
し
た
報
告
書
が

提
出
さ
れ
た
の
に
続
き
、
前
田
成し

げ

東と
う

委
員
長
（
東
海
大
学
教
授
）の
も

と
、
５
人
の
市
民
委
員
の
か
た
が

「
市
民
と
行
政
の
情
報
共
有
」と「
市

民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ

い
て
検
討
し
、
こ
の
た
び
平
成
21

年
度
報
告
書
が
市
長
へ
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

〜
平
成
21
年
度
報
告
書
の
要
旨
〜

■
市
民
と
行
政
の
情
報
共
有

　

市
民
が
情
報
を
得
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
や
、市
政
情
報
に
関
心

を
持
つ
市
民
の
裾す

そ

野の

を
広
げ
る
こ
と
、

市
民
と
市（
職
員
）が
お
互
い
に
情
報
共

有
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
な
ど
が
重
要
。

○
具
体
的
な
方
策

・
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
基
づ
く
効
果
的

な
情
報
発
信

・「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
効
果
的
、
効

率
的
な
運
用

・
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用

・
市
民
と
市
長
が
対
話
す
る
機
会
の

充
実

・
情
報
交
換
の
役
割
を
果
た
す
地
域

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
※
）の
立
ち
上
げ
の
検
討

・
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る｢

財

政
白
書｣

の
作
成

※
地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）…
特
定
の
地
域
住

民
に
限
定
し
た
会
員
制
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

■
市
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

市
民
が
市
の
取
り
組
み
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ

と
や
、
そ
の
結
果
が
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
を
透
明
化
す
る
こ
と
、

よ
り
幅
広
く
市
民
の
意
見
や
提
案
を

集
め
る
工
夫
を
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
。

○
具
体
的
な
方
策

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
制
度
化

・
審
議
会
や
委
員
会
の
活
性
化

・
市
民
参
加
に
よ
る
外
部
評
価
制
度

の
導
入

行財政改革検討委員会は、「新しい小田原」
を支える健全で持続可能な行財政運営の在
り方を検討するため、平成20年11月に課題
別検討委員会の１つとして設置されました。

報告会のようす

Y行政改革推進課　☎３３-１３０５

※行財政改革検討委員会の報告書は、市ホームページでもご覧いただけます。
　トップページ左メニューの「課題別検討委員会」をクリック a「行財政改革検討委員会」a「報告書」
※提言された取り組みの進

しん

捗
ちょく

状況は、市ホームページなどで今後お知らせしていきます。

　市では、所蔵資料からデザインした一
筆箋を作成しました。１冊で、２種類の
図柄が楽しめます。
　家族や友人へのプレゼントに、小田原
城でしか手に入らない一筆箋を、ぜひお
買い求めください。

販売場所　　小田原城天守閣１階、本丸売店、三の丸売店
　　　　　　※天守閣に入場しなくても購入できます。
種　　類　　２種類（小田原城版、小田原北条氏文書版）
値　　段　　１冊250円
概　　要
　①小田原城版（縦184mm　×　横82mm）
　　24枚（図柄2種類、各12枚）
　　図柄元資料名・小田原城図「弘

こう
　　24枚（図柄2種類、各12枚）

こう
　　24枚（図柄2種類、各12枚）

化
か

図
ず

」に描かれた天守
　　・小田原城図「文久図」に描かれた馬出門
　②小田原北条氏文書版（縦82mm　×　横184mm）
　　24枚（図柄2種類、各12枚）
　　図柄元資料名・永禄12年3月13日付　北条氏康書状の氏康の花

か

押
おう

（※）
　　　※花押→署名の代わりに使用される記号・符号
　　・天正10年6月26日付　北条家虎朱印状の虎朱印

小田原城天守閣で、

一筆箋
せん

を発売 
Y観光課　☎23-1373
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すべての子育てすべての子育て
家庭を支援して家庭を支援して
いくためにいくために

Y子育て支援課　☎３３-１４５３

　

子
ど
も
た
ち
の
「
育
ち
」
を
地
域
全
体

で
支
え
て
い
く
た
め
、
今
後
５
年
間
に
取

り
組
む
具
体
的
事
業
を
ま
と
め
た
「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
・
後
期
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
私
た
ち
の
未
来
を
担
う
大

切
な
社
会
の
宝
で
す
。
す
べ
て
の
人
々
が

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、

学
校
、
地
域
、
企
業
、
行
政
な
ど
の
社
会

全
体
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
支
援

す
る
環
境
を
整
備
し
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
に
夢
と
希
望
と
誇
り
を
持
て

る
『
す
こ
や
か
に
子
ど
も
を
育
む
地
域
の

環わ　

子
育
て
安
心
都
市
小
田
原
』
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

〈
7
つ
の
基
本
施
策
〉

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
し
ま
す
。

　

・
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　

・
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

②
子
ど
も
や
母
親
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に

努
め
ま
す
。

・
妊
婦
健
康
診
査
事
業

・
母
子
健
康
教
育
事
業

・
食
育
実
践
活
動
事
業

③
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す

る
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

・
少
人
数
学
級
編
成
事
業

・
家
庭
教
育
学
級
事
業

④
子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

・
交
通
安
全
施
設
の
充
実
事
業

⑤
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

・
一
般
事
業
主
行
動
計
画
促
進
事
業

・
通
常
保
育
事
業

⑥
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
地
域
防
犯
力
強
化
事
業

・
交
通
安
全
教
育
推
進
事
業

⑦
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
き
め
細

か
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

・
養
育
支
援
家
庭
訪
問
事
業

・
障
害
児
療
育
支
援
体
制
整
備
事
業

　

家
族
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な

喜
び
で
す
が
、
半
面
、
大
変
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
市
で

は
、
平
成
22
年
10
月
よ
り
生
後
４
か
月
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
す
べ
て
の
家
庭
を

訪
問
し
、
子
育
て
情
報
の
提
供
や
相
談
を

受
け
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

を
始
め
ま
す
。

　
「
初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
く

て
心
配
」「
下
の
子
が
生
ま
れ
た
け
ど
、
上

の
子
の
世
話
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
か
ら
、「
近

所
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
場

所
は
あ
る
の
？
」「
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
も

あ
る
け
ど
、
上
の
子
も
外
で
遊
び
た
が
る

し
、
２
人
を
連
れ
て
一
緒
に
行
け
る
場
所

は
あ
る
の
？
」
な
ど
、
身
近
な
子
育
て
情

報
の
提
供
も
行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
子

育
て
の
時
期
か
ら
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
「
新
生
児
訪
問
事
業
」
に

つ
い
て
も
、「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事

業
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
引
き
続
き
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
に
よ
り
、
継
続
し
て

支
援
や
見
守
り
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

家
庭
に
は
「
養
育
支
援
家
庭
訪
問
事
業
」

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」の

訪
問
員
さ
ん
募
集
！

　

ご
家
庭
に
訪
問
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

を
募
集
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
、
５
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〝
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
〞
は
10
月
か
ら
！

〜
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
〜

～次世代育成支援対策行動計画・後期計画～～次世代育成支援対策行動計画・後期計画～

「いのちを大切にする小田原へ」



広報小田原 2010年5月1日号777

　

社
会
的
に
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
か

た
が
た
を
地
域
で
し
っ
か
り
支
え
る
仕
組
み
を

つ
く
る
た
め
、
平
成
21
年
６
月
に
設
置
さ
れ
た

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
検
討
委
員
会
」か
ら
、
こ
の

た
び
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
の
基
本
理

念
を
『
い
の
ち
を
大
切
に
す
る　

ケ
ア
タ
ウ
ン

お
だ
わ
ら
』
と
し
、
地
域
の
力
を
結
集
し
て
、

共
に
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
福

祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
創
設
、
地
域
ケ
ア
タ

ウ
ン
会
議
の
開
催
、
身
近
な
支
え
合
い
の
実
践
、

各
種
相
談
や
活
動
の
拠
点
と
な
る
場
づ
く
り
な

ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
、
平
成
22
年
度

か
ら
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
一
部
の
地
域
や
団

体
な
ど
に
協
力
い
た
だ
き
、
次
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
ケ
ア
タ
ウ
ン
会
議

　

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
、
自
治
会
、
福
祉
事
業
者
、
行
政
な
ど

の
保
健
福
祉
関
係
者
が
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
解
決
に
向
け
、

実
務
的
な
協
議
を
行
い
ま
す
。

②
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
推
進
会
議

　

ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
を
図
る
た
め
、

有
識
者
や
団
体
推
薦
の
委
員
な
ど
に
よ
る
会

議
を
開
き
、
進
捗
状
況
を
検
証
し
ま
す
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
障
害
者
相
談
支

　

援
事
業
所
と
の
連
携
会
議

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
障
害
者
相
談

支
援
事
業
所
の
相
談
業
務
の
充
実
を
図
る
た

め
、
連
携
会
議
を
開
き
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
が
原
因
と

な
っ
て
、
近
所
付
き
合
い
の
減
少
な
ど
人
々

の
つ
な
が
り
は
希
薄
化
し
て
お
り
、
地
域
団

体
へ
の
加
入
者
も
減
少
す
る
な
ど
、
地
域
に

お
け
る
協
力
体
制
は
全
般
的
に
低
下
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

や
自
治
会
役
員
の
負
担
を
増
大
さ
せ
て
い
る

側
面
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
望
ま
な
い
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
は
、
孤
立
を
深
め
、
支

援
の
難
し
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
で
、
制
度
の
狭
間
や
複
合
的
な
問
題

に
よ
り
、ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
の
課
題
に
対
し
、
こ
れ

か
ら
は
地
域
を
基
本
と
し
て
、
市
民
、
福
祉

事
業
者
、
行
政
が
協
働
し
て
取
り
組
み
、
従

来
の
枠
組
み
を
越
え
た
新
た
な
支
え
合
い
を

実
現
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ケ
ア
タ
ウ
ン

お
だ
わ
ら
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
検
討
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
検
討
を
重
ね
、「
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想

報
告
書
」
を
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
を

基
に
さ
ら
に
議
論
を
深
め
、
ケ
ア
タ
ウ
ン
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

検
討
委
員
会
を
終
え
て
・
・
・

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
応
え
た
も
の
に
す
る
た
め
に

ま
す
ま
す
議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い

伊
東
秀
幸
委
員
長
（
田
園
調
布
学
園
大
学
人
間
福
祉
学
科
教
授
）

ケアタウン構想検討委員会から
報告書が提出されました

④
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
生
活
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
設
立
準
備

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
、
ゴ
ミ
出
し
・
買
物
な

ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
ま
す
。

⑤
福
祉
健
康
部
内
の
ケ
ー
ス
検
討
会
議
・
福

祉
研
修
の
実
施　

　

部
内
で
困
難
事
例
な
ど
の
処
遇
や
対
策

の
検
討
を
行
う
た
め
、
定
期
的
に
ケ
ー
ス

検
討
会
議
を
開
く
と
と
も
に
、
福
祉
研
修

を
実
施
し
、
情
報
共
有
と
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

Y福祉政策課　☎３３-１８６１

市長へ報告書を手渡す検討委員会の委員

「いのちを
大切にする
小田原へ」
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平成22年度当初予算の  概要　  ～未来へ向かって着実に～
市議会3月定例会で議決された、平成22年度当初予算の概要は次のとおりです｡
世界的な経済情勢の低迷による影響などで、本市の財政も大変厳しい状況が見込まれています。こうした状況
の中でも、市民生活の基盤に関する必要なサービスを維持しながら、各事業の優先順位を厳しく判断するとと
もに、未来へ向かって重点的に取り組むべき政策を着実に推進するための予算編成を行いました。

Y財政課　☎３３-1312

一
般
会
計

〈
歳
入
〉

　

市
の
基
本
的
な
行
政
運
営
の
経
費
で
あ
る
「
一

般
会
計
予
算
」。
そ
の
最
も
大
き
な
収
入
は
市
税
で

す
。
市
税
な
ど
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

自
主
財
源
の
大
き
さ
が
、
行
政
活
動
の
自
主
性
と

安
定
性
に
関
わ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
自

主
財
源
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
平
成

福祉や教育、まちづくり
などの、市の基本的な行
政事務を中心とした会計
で、市税収入などを主な
財源としています。

特定の事業から生じる収入を
もって、その事業を行うため、
一般会計とは別に経理する会
計です。競輪事業特別会計、下
水道事業特別会計、国民健康
保険事業特別会計など、全部
で11の特別会計があります。

地方公共団体が経営する
企業として、独立採算制
を基本に、その事業に伴
う収入をもって運営され
る会計で、市には、水道
と病院の2つの企業会計が
あります。

0

300

350

400

300

400
（億円）

平成21年度 平成22年度

71.0％

67.4％24.2

17.8

19.4
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17.6
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320.2
387.3
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市税
諸収入
使用料及び手数料
その他

一般会計における『自主財源』の推移

350

市税
諸収入
使用料及び手数料
その他

一般会計における『自主財源』の推移

平成21年度 平成22年度

（億円）
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17.8

19.4
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17.6

18.5

320.2

※パーセントは、歳入全体に占める割合

〈
歳
出
〉

何
に
使
わ
れ
る
の
？

　

自
分
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

は
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源
で

す
か
ら
、
大
切
に
、
か
つ
効
果
的
に
使
わ
な
け
れ

ば･･･

と
い
う
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

３
つ
の
柱

1.「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原
」の
確
立

　

福
祉
・
医
療
・
教
育
に
手
厚
く
予
算
配
分
し
、

小
田
原
の
基
盤
を
作
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
を
育
む
支
援
策
や
教
育
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
推
進
事
業

　

高
齢
者
や
障
害
者
、
子
育
て
家
庭
な
ど
の
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
人
を
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

早
期
発
達
支
援
モ
デ
ル
事
業

　

発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
児
童
に
対
し
、
現
場
の

保
育
士
が
適
切
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
保
健
師

な
ど
が
保
育
園
を
訪
問
し
、
支
援
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

　

子
ど
も
の
安
全
確
保
と
健
全
育
成
を
図
り
、
地

域
の
子
ど
も
の
見
守
り
拠
点
づ
く
り
を
試
行
的
に

展
開
し
ま
す
。　

2.
「
希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
」
の
創
出

　

市
民
の
「
希
望
と
活
力
」
の
源
泉
と
な
る
地
域

22
年
度
当
初
予
算
で
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
影

響
な
ど
か
ら
、
市
税
収
入
が
前
年
度
か
ら
大
き
く

減
収
す
る
な
ど
、
歳
入
予
算
に
占
め
る
自
主
財
源

の
割
合
が
減
少
し
て
お
り
、
財
政
運
営
の
厳
し
さ

が
増
し
て
い
ま
す
（
左
参
照
）。

民生費 福祉や子育てに  10万5,794円
総務費 住民登録・庁舎管理・市政の運営に    3万8,716円
公債費 借入金の返済に  3万4,253円
衛生費 健康や清潔なまちのために 3万1,335円
土木費 道路・公園・まちづくりに 3万945円
教育費 学校教育や生涯学習に 2万5,463円
消防費 火災や水害からまちを守るために 1万1,462円
その他 農林水産業・商工業の振興などに

　　　　合　　　計
1万3,627円
29万1,595円

市民１人当たりでは
約29万円の支出

 10万5,794円
   3万8,716円   3万8,716円
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 　4月1日、小田原市では昇任・昇格を含め719人の
大規模な人事異動を行いました。また、病院の医療職を
除くいわゆる一般職の新規採用が 70人。4月1日現在
の職員数が1,936人ですから、全体の3分の１近い人数
が何らかの形で動いたことになります。動いた本人も心機
一転ですが、それを受け入れる立場になる、異動の無
い人にとっても、新たな関係が生まれるという意味では、
やはり心機一転。この年度初めというタイミングは、そうい
う意味で組織の活性化には極めて重要なポイントなのです。
　新たに採用された職員、新たに係長や課長補佐クラス
になる職員、さらには21人中19人が異動もしくは昇任と
なった部局長クラスなど、組織の節目に相当する階層の
職員には市長講話をさせて頂いたのですが、その締めくく
りに必ず話をするのが、あいさつのことです。
　明るく大きな声での元気なあいさつには、さまざまな効
用があります。その筆頭は言うまでもなく、市民との協働
を命題とする市役所組織にとって最も重要な、市民の皆
さんとの関係づくり。職員が市民の皆さんと接触する状
況や要件はさまざまですが、何よりも職員からの元気な声
掛けが、市民の皆さんとの間にある「空気」を無条件に
大きく改善する力を持っています。「市長への手紙」には、
職員のあいさつの良し悪しに関する感想が少なからずある
のですが、良いあいさつはそれだけで、難しい行政改革
よりも大きなインパクトを市民の皆さんに与える力を持ってい
ることが、お手紙の文面から伺えます。
　またもうひとつの効用は、市役所という、ともすれば硬く
儀礼的、そして保守的な空気が支配しがちな組織の空
気を、明るく快活に切り拓

ひら

く力を持っている点です。荻窪
の庁舎だけでも職員が700人以上働く大所帯、全ての
職員がお互いに顔を見知っているわけではなく、だからこ
そ声を掛け合って、風通しのよい組織風土を作っておくこ
とが必要ですし、職員の力が伸びやかに発揮される、自
由闊
かったつ

達で創造的な市役所を創ることに繋がります。
　さらに、大きな声であいさつすることは、自分自身の気
持ちの切り替えになり、それだけで、何か吹っ切れて事が
良い方向に動き出すチャンスにもなるのです。
　早速、職場で出会う新採用職員が、遠くからも聞こえ
るような大きな声で
「おはようございま
す！」と周囲にあいさ
つをしてくれており、
嬉しい限りですが、
とかく慣れてくると、
特に上司の立場に
なる職員があいさつ
をしなくなる傾向があるようです。大

おお

袈
げ

裟
さ

にあいさつ運動
などするまでもなく、元気よくあいさつするのが当たり前の
小田原市役所でありたいと思います。

「あいさつの効用」
～至誠・市政～

文　加藤憲一

新採用職員辞令交付式にて

平成22年度当初予算の  概要 ～未来へ向かって着実に～
経
済
活
動
の
振
興
の
た
め
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

「
小
田
原
・
十
郎
梅
」
ブ
ラ
ン
ド
向
上
事
業

　

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
う
る
十
郎
梅
の
新

商
品
開
発
や
、
観
光
客
に
向
け
た
情
報
発
信
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

全
国
丼

ど
ん
ぶ
りサ

ミ
ッ
ト
支
援
事
業

10
月
に
本
市
で
開
か
れ
る
第
２
回
全
国
丼
サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
を
支
援
し
、
情
報
発
信
な
ど
を

通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
資
源
を
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。

3.
「
市
民
が
主
役
の
小
田
原
」
の
創
造

　

市
民
に
適
切
な
情
報
提
供
を
行
い
、｢

市
民

力
」
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
市
政
運
営
の
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

自
治
基
本
条
例
策
定
事
業

　

本
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
や
、
基

本
ル
ー
ル
を
定
め
る
条
例
の
策
定
に

向
け
、
公
開
検
討
会
な
ど
に
よ
る
検
討

を
進
め
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど
が
連

携
し
、
課
題
解
決
へ
の
共
同
作
業
を
行

う
「
地
域
運
営
協
議
会
」
に
つ
い
て
、
モ

デ
ル
地
区
に
お
け
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

環
境
（
エ
コ
）
シ
テ
ィ
推
進
事
業

　

環
境
意
識
啓
発
の
講
演
会
な
ど
を
開

催
し
、
環
境
（
エ
コ
）
シ
テ
ィ
と
し
て
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

市
で
は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
、
市
債
残
高
の
削
減
や
職
員
数
の
適
正
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
債
残
高
の
削
減
…
…
市
債
と
は
借
入
金
の
こ
と
で
、
新
規
の
借
入
額
を
返
済
額
の
範
囲

内
に
止
め
、
市
債
残
額
を
で
き
る
だ
け
削
減
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
特
別
・
企
業
会
計
を
含
め
た
全
会
計
の
平
成
22
年
度
末
に
お
け
る
市
債
残

高
の
見
込
額
は
約
１,
１
７

１
億
円
で
、平
成
21
年
度

末
の
見
込
額
の
約
１
，
２
０

８
億
円
か
ら
は
約
37
億
円

の
減
少
、
ピ
ー
ク
時
の
平

成
14
年
度
末
残
高
の
約
１
，

４
２
１
億
円
か
ら
は
約
２

５
０
億
円
の
減
少
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
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合
併
検
討
会
情
報

県
西
地
域
に
お
け
る
市
町
合
併
の
方
向
性
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画
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策
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県
西
地
域
２
市
８
町
の
各
市
町
長
に
よ
る

県
西
地
域
合
併
検
討
会
平
成
21
年
度
第
３
回

委
員
会
（
以
下
、「
委
員
会
」）
が
、
３
月
25
日

に
県
小
田
原
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
、
３
年
間

に
わ
た
る
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
、「
県
西
地

域
に
お
け
る
市
町
合
併
の
方
向
性
」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

県
西
地
域
に
お
け
る
市
町
合
併
の
方
向
性

　

平
成
19
年
２
月
以
来
、
県
西
地
域
２
市
８

町
に
お
け
る
市
町
合
併
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
た
結
果
の
方
向

性
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
市
町
合
併
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
】

　

２
市
８
町
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
を
実
現
す
る
う

え
で
、
ま
た
、
こ
の
地
域
が
有
す
る
豊
か
な
資

源
や
潜
在
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
活
力
あ

ふ
れ
る
地
域
に
す
る
た
め
に
、
合
併
な
ど
の

手
段
に
よ
っ
て
地
域
の
一
体
化
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
全
て
の
市

町
で
共
有
し
ま
し
た
。

【
任
意
合
併
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
】

　

現
時
点
に
お
け
る
各
市
町
の
住
民
の
皆
さ

ん
の
合
併
に
対
す
る
意
識
や
、
当
面
の
ま
ち

づ
く
り
に
係
る
方
針
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、

２
市
８
町
が
足
並
み
を
揃
え
、
直
ち
に
市
町

合
併
に
向
け
た
任
意
合
併
協
議
会
を
設
立
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

【
２
市
８
町
に
よ
る
合
併
検
討
の
終
息
に
つ
い
て
】

２
市
８
町
に
よ
る
合
併
検
討
の
終
息
に
つ
い
て
】

２
市
８
町
に
よ
る
合
併
検
討
の
終
息
に
つ
い
て

　

２
市
８
町
そ
ろ
っ
て
の
合
併
検
討
は
、
平

成
21
年
度
末
を
も
っ
て
一
旦
終
息
さ
せ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
３
年
間
の
検
討
の
成
果
を
踏

ま
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
圏
や
市
町
合

併
に
対
す
る
意
識
な
ど
を
考
慮
し
、
各
市
町

そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
判
断
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

【
将
来
の
一
体
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
】

　

２
市
８
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
強
固
な
連

携
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
具

体
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
県

西
地
域
の
将
来
の
一
体
化
に
向
け
て
、
こ
れ

を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
既
存
の
連
携
組
織
で
あ
る

県
西
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
、
西
さ
が
み

連
邦
共
和
国
、
あ
し
が
ら
広
域
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
統
合
し
て
、
新
た
に
神
奈
川
県
西
部
広

域
行
政
協
議
会
を
設
立
し
、
広
域
連
携
を
一

層
強
化
し
ま
す
。

小
田
原
市
の
市
町
合
併
に
対
す
る
考
え
方

　

委
員
会
で
は
、
各
市
町
長
の
見
解
も
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
加
藤
市
長
は
、「
２
市
８
町
が
そ

ろ
っ
て
合
併
実
現
に
向
け
歩
み
を
進
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
が
、
現
時
点
で
は
難
し
い
」「
現

状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
２
市
８
町
の
一
体
化
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
直
面
す
る
広
域
課
題
の
具
体

的
解
決
に
向
け
、
新
た
な
広
域
行
政
の
ス
テ
ー

ジ
で
よ
り
強
固
な
絆
づ
く
り
を
行
う
」、「
広

域
で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
各
市
町
と
の
共

同
作
業
に
お
い
て
小
田
原
市
は
、
先
頭
に
立
っ

て
汗
を
か
く
覚
悟
で
あ
る
」、「
合
併
推
進
に

積
極
的
な
近
隣
市
町
が
あ
れ
ば
、
小
田
原
を

中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
中
心
市
域
の
拡
大
と

い
う
形
で
の
、
段
階
的
な
合
併
を
進
め
、
最
終

的
な
一
体
化
を
目
指
す
道
筋
も
現
実
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
見
解
を
表
明

し
ま
し
た
。

※
委
員
会
の
概
要
や
配
布
資
料
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
メ
ニ
ュ
ー
の
「
県
西
地
域

合
併
検
討
会
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

　

自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
へ
の
的
確

な
対
応
や
広
域
的
課
題
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
、

ま
た
、
将
来
の
地
域
の
一
体
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、
県
西
地
域
の
２
市
８
町

で
構
成
す
る
神
奈
川
県
西
部
広
域
行
政
協
議
会

（
以
下
、「
協
議
会
」）
を
４
月
１
日
に
設
立
し
ま

し
た
。
協
議
会
の
組
織
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
協
議
会
】
各
市
町
の
長
、
県
職
員
が
委
員
と
な

り
ま
す
。

【
特
定
課
題
検
討
部
会
】
各
市
町
の
副
市
町
長
の

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
学
識
経
験
者
な
ど
が
部

会
員
と
な
り
ま
す
。
当
面
は
、
消
防
の
広
域
化

や
地
域
医
療
体
制
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
る
予
定
で
す
。

【
常
設
部
会
】
各
市
町
の
将
来
の
一
体
化
に
向
け

た
事
業
を
企
画
、実
施
し
ま
す
。広
報
、職
員
研
修
、

防
災
、
環
境
、
都
市
交
通
の
５
部
会
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

【
協
議
会
事
務
局
】
各
市
町
の
広
域
行
政
所

管
課
長
な
ど
が
事
務
局
員
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
の
設
立
に
よ
り
、
県
西
地
域

の
広
域
行
政
は
、
新
た
な
段
階
に
移
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
通
じ
、
培
っ
て
き
た
県
西
地
域

の
各
市
町
間
の
絆
が
よ
り
強
固
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
一
層
の
連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

神
奈
川
県
西
部
広
域

行
政
協
議
会
を
設
立

Y
企
画
政
策
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倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
に

遭
わ
れ
た
か
た
に

〜
国
民
健
康
保
険
料

          

軽
減
制
度
が
創
設
〜

　

倒
産
や
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
、
事
業
者
の
都
合
で

離
職
し
た
か
た
の
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
制
度
が
４

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
倒
産
や
解
雇
の
時
期

に
よ
り
適
用
時
期
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

　

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た
（
離
職
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
か
た
も
含
む
）

　

・  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
、雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
や
解
雇
な
ど
で
離
職
し
た
か
た
）、
ま
た
は
特
定
理

由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
か
た
）

と
し
て
失
業
給
付
を
受
給
し
て
い
る
か
た

手
続
き
場
所

保
険
課
（
市
役
所
２
階
１-

Ｃ
窓
口
）

※
支
所
な
ど
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行

の
書
類
）

　

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
で
お
願
い
し
ま
す
。
認

め
印
可
）

※
こ
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
中
央
の「
分
野
別
か
ら
探
す
」の「
福

祉
／
健
康
／
介
護
」内
の「
国
民
健
康
保
険
」を
ク
リ
ッ

クa

「
国
民
健
康
保
険
料
」一
覧
へa

「
倒
産
や
解
雇
な

ど
に
よ
り
…
」

Y
保
険
課　

☎
33
１
８
３
４

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

強
化
月
間　

〜
自
転
車
も　

の
れ
ば　

　
　

  

車
の
な
か
ま
い
り
〜

　

５
月
は「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
」で
す
。

　

昨
年
、小
田
原
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数
は
、

１
，１
７
４
件
で
、
そ
の
う
ち
自
転
車
の
関
係
す
る

事
故
は
３
２
８
件
も
あ
り
、
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る

事
故
も
あ
り
ま
し
た
。

　

自
転
車
は
車
の
一
種
で
、
道
路
交
通
法
で
通
行

ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
交
通

の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
確
認
し
合
い
、
譲
り
合
い

の
心
で
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・ 携帯電話や携帯音楽プレー
ヤーなどのヘッドホンを使用
しながら自転車に乗るのはや
めましょう。

・ 夜は必ずライトをつけましょう。
・歩道を通行中、歩行者の通行
を妨げるようなときは一時停
止をしましょう。

・「一時停止」の標識があったら、
必ずいったん止まって安全を確かめましょう。

自転車の交通ルールや
マナーを守りましょう！

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
は
、
市
内
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
か
た
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
市
税
収
入
の
お
よ
そ
半
分
を

占
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
財
源
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
納
税
通
知
書
を
発
送
す
る
月
で
す
。

課
税
さ
れ
る
か
た
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
登
記
簿
に
登
記
さ
れ

て
い
る
所
有
者
や
未
登
記
の
家
屋
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

年
の
途
中
で
土
地
や
家
屋
を
売
却
し
て
も
、
そ
の
年
度
の
税
金
は
、

す
べ
て
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者（
売
主
）の
か
た
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

納
付
方
法
は

　

各
納
期
限
ま
で
に
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
納
付
書
に
よ
り

納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
は
４
期
分
を
と
じ
な
い
で
同
封
し
ま
す
の
で
、期
別（
納

期
）を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い（
口
座
振
替
用
と
共
有
者
用
の

納
税
通
知
書
に
は
、
納
付
書
は
同
封
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

※
詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
裏
面
の
説
明
や
同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自
己
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
を
、

他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
比
較
で
き
る
よ
う
、
縦
覧
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

期
間　

５
月
31
日（
月
）ま
で　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

　

場
所　

資
産
税
課
（
市
役
所
２
階
11
番
窓
口
）

※「
固
定
資
産
税
の
よ
く
あ
る
質
問
」を
、５
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

Y
資
産
税
課　

☎
33
１
３
６
１

【
協
議
会
】

【
特
定
課
題
検
討
部
会
】

【
常
設
部
会
】

【
協
議
会
事
務
局
】
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こ
の
歌
は
、
天
保
４
年（
１
８
３
３
）10
月
の
『
御お

ん

借
し
ゃ
く

財ざ
い

返へ
ん

済さ
い

方か
た

手し
ゅ

段だ
ん

帳ち
ょ
う』

と
い
う
書
類
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
『
二
宮
先
生
語
録
』（
尊
徳
の
弟
子
・

斎さ
い

藤と
う

高た
か

行ゆ
き

著
）
や
『
二に

宮
の
み
や

翁お
う

夜や

話わ

』（
同
じ
く
弟
子
の

福ふ
く

住ず
み

正ま
さ

兄え

著
）な
ど
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、一
部
、
漢

字
が
ひ
ら
が
な
に
な
っ
た
り
、
逆
に
ひ
ら
が
な
が
漢

字
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
言
葉
遣
い
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
容
を
見
て
み
る
と
、「
食
事
に
し
て
も
、
着
物
に

し
て
も
、
ぜ
い
た
く
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
ぜ
い

た
く
を
す
れ
ば
、
結
局
は
自
分
が
苦
し
む
こ
と
に
な

り
ま
す
よ
」と
い
う
、た
い
へ
ん
明
確
な
意
味
の
歌
で
す
。

　

私
た
ち
は
と
か
く
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
、

よ
い
着
物
を
身
に
着
け
た
い
、な
ど
と
考
え
が
ち
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
つ
い
つ
い
無
駄
遣
い
を
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
続
け
て
い

る
と
、
自
然
と
欲
深
く
な
り
、
や
や
も
す
れ
ば
人

を
慈
し
み
、
人
の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う
「
推す

い

譲じ
ょ
う」

の
心
も
薄
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
つ

い
に
は
自
分
自
身
に
災
い
を
招
く
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
尊
徳
は
、
ぜ
い
た
く
は
慎
み
な

さ
い
、
そ
の
こ
と
が
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
に
も

な
る
の
だ
、
と
諭
し
て
い
る
の
で
す
。
あ
る
と
き

尊
徳
が
、
故
郷
へ
帰
る
弟
子
が
別
れ
の
あ
い
さ
つ

に
訪
ね
て
き
た
際
、「
安
全
の
お
守
り
」
と
し
て
こ

の
歌
を
贈
っ
た
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
意
味

か
ら
で
し
た
。

※
協
力　

報
徳
博
物
館
館
長
代
理　

齋
藤
清
一
郎
さ
ん

〈
贅ぜ

い

沢た
く

を
戒
め
る
〉

め
し
と
汁し

る

木も

綿め
ん

着き

物も
の

は　

身み

を
助た

す

く　

　
　
　

其そ

の
余よ

は
我わ

れ

を　

せ
む
る
の
み
な
り

尊
徳
道ど

う

歌か

の
こ
こ
ろ
⑤

　

二
宮
尊
徳
が
そ
の
教
え
を
分
か
り
や
す
く
詠よ

み
上
げ
た
道
歌
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
尊
徳

の
教
え
を
知
る
う
え
で
も
、
確
か
な
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の

い
く
つ
か
を
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

    

Y
尊
徳
記
念
館　

☎

Y
尊
徳
記
念
館　

☎

Y

36
２
３
８
１

尊徳と親交のあった書家
不退堂聖純が書いた
「めしと汁」の歌

６月1日から
がん検診・特定健診・長寿
高齢者健診・成人歯科健診
がはじまります

Y健康づくり課　☎４７-０８２０

●がん検診（40歳以上・子宮がん検診のみ20歳以上のかた）
国が平成23年度末までに目指すがん検診受診率50％は、検
診効果により死亡率が減るといわれている数値ですが、市の
各がん検診の受診率は３～26％と大変低く、目標値までは遠
く及びません。
がん検診は、自覚症状がないうちに受診することで、早期発
見・治療へとつなげ、がんによる死亡を減らすことが目的です。
自分の健康状態を確認するために、検診を受けましょう。

●特定健診（40～74歳の国民健康保険にご加入のかた）・長寿高齢者健診（主に75歳以上の後期高齢者医療に該当のかた）
高血圧、脂質異常、糖尿病など生活習慣病は、発症しても自覚症状に乏しく、知らないうちに進行し、脳卒中や心筋こうそく、
がんへ移行するといわれています。早いうちに生活習慣を改善し、予防対策を進めておけば、将来、生活習慣病による通
院や入院を防ぐことができます。積極的に健診を受け、健康管理に努めましょう。

　※特定健診は、平成22年４月１日現在、国民健康保険の被保険者で、１年間を通じて国民健康保険に加入しているかたが
　対象です。

●成人歯科健診(40･45･50･55･60･70歳のかた)
歯周病は、歯を失うだけでなく、食生活の楽しみが減り、生活習慣病発症のリスクを高めます。歯の健康を維持するために、
積極的に健診を受けましょう。

●受診書類の発送など
対象となるかたには、がん検診の受診券(黄色のはがき)、特定健診・長寿高齢者健診の受診書類(A４版程度の封筒)、　成

　人歯科健診の受診券(青色のはがき)を５月中旬から下旬に送付しますので必ずご確認ください。
　※受診方法や受診期間は、健診(検診)によって異なりますので、受診書類及び健康カレンダーをご覧ください。
　※40～74歳で国民健康保険以外にご加入のかたの健診については、ご自分が加入している健康保険の保険者にお問い合

わせください。
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平
成
17
年
12
月
に
発
足
し
た
生
涯
学
習
推
進

員
の
会
は
約
40
人
の
会
員
が
、
６
つ
の
部
会
と
各

種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
動
し
、
そ
の
う
ち
情
報
提

供
部
会
で
は
現
在
、
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
情

報
誌「
自
分
時
間
手て

帖ち
ょ
う」（

５
月
中
旬
発
行
予
定
）

の
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
す
べ
て
の
分
野
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
す

が
、
生
涯
学
習
に
つ
い
て
も
、
情
報
を
収
集
し
、

発
信
し
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
。
こ
の
手
帖

も
よ
り
多
く
の
人
に
活
用
し
て
も
ら
い
、
生
涯
学

習
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
言
う

奥
村
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
講
座
や
団

体
紹
介
な
ど
の
情
報
発
信
や
、
そ
れ
を
活
用
し
た

学
習
環
境
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
和
田
さ
ん
は
、「
編
集
は
、
一
人
で
は
と

て
も
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、
担
当
メ
ン
バ
ー
の

力
を
合
わ
せ
て
こ
そ
で
き
る
作
業
。
会
員
同
士
の

情
報
交
換
や
、
会
で
行
っ
た
活
動
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
反
応
な
ど
が
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
や

る
気
に
つ
な
が
る
」と
言
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
推
進
員
の
会
は
、
民
間
企
業
や
団
体

を
中
心
に〝
市
民
力
〞
の
自
由
な
発
想
と
活
力
で

新
し
い
小
田
原
ス
タ
イ
ル
の
確
立
を
目
指
す

「
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の「
文
学
の
ま
ち

づ
く
り
」に
も
参
加
。

　
「
小
田
原
の
文
学
に
か
か
わ
る
魅
力
も
、
生

涯
学
習
情
報
も
、ま
だ
ま
だ
発
信
が
不
十
分
」

と
、
生
涯
学
習
の
意
欲
を
引
き
出
す
環
境
、

生
涯
学
習
を
支
え
る
人
の
力
が
有
効
的
に
使

わ
れ
る
環
境
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
る
二
人
に

は
、
文
学
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
小
田
原
の
魅
力
や
潜
在
力
を
引
き
出

す
情
報
発
信
や
共
有
の
あ
り
か
た
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
ま
す
。

※
自
分
時
間
手
帖
は
、
５
月
中
旬
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
け
や
き
、
支
所
・
連
絡
所
な
ど
市
公

共
施
設
で
配
布
し
ま
す
。

【
連
載
】

13131313131313

生涯学習推進の会 会長

奥村 昌
まさ

宏
ひろ

さん

よ
り
多
く
の
情
報
を
・
・
・

よ
り
多
く
の
情
報
を
・
・
・

よ
り
多
く
の
情
報
を
・
・
・

よ
り
多
く
の
情
報
を
・
・
・

生
涯
学
習
推
進
員
の
会
（
情
報
提
供
部
会
）

小
田
原
漆
器
の
制
作
工
程
は
主
に〝
木き

地じ

挽び

き
〞

と
〝
塗
り
〞
の
２
種
類
か
ら
な
り
ま
す
。

　

卓
越
し
た
「
ろ
く
ろ
」加
工
で
入
念
に
磨
き
上
げ
、

木
目
を
最
大
限
に
生
か
し
た
素
地
を
作
る
〝
木
地

挽
き
〞
と
、
自
然
の
木
目
の
良
さ
を
そ
の
ま
ま
生

か
し
た
す
り
漆
塗
や
、
木き

地じ

呂ろ

塗
（
透
明
な
漆
を

使
っ
て
木
地
の
木
目
を
見
せ
る
塗
り
方
）な
ど
の

〝
塗
り
〞。

　

木
製
品
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
大
木
淳
さ

ん
と
鈴
木
友
子
さ
ん
は
、
こ
の
３
月
に
２
年
７

か
月
の
挽ひ

き

物も
の

技
術
後
継
者
育
成
事
業
の
研
修
を

終
え
、
木
工
職
人
へ
の
道
を
歩

み
始
め
ま
し
た
。

　
「
研
修
中
は
周
り
の
職
人
さ

ん
た
ち
が
偉
大
す
ぎ
て
、
自
分

の
技
術
が
ど
の
く
ら
い
向
上

し
て
い
る
か
、
実
感
を
持
て
な

か
っ
た
」
と
語
る
大
木
さ
ん
。

　

ま
た
、
趣
味
の
範
囲
に
留
ま

ら
ず
、
一
念
発
起
し
職
人
を
目

指
し
た
鈴
木
さ
ん
。「
伝
統
工

芸
の
職
人
さ
ん
が
先
生
な
の
で
、

怖
い
か
な
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

実
際
は
優
し
く
、
丁
寧
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
わ
っ

て
み
る
と
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
ね
。
そ
れ
だ
け
内
容
の

濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
二
人
に
共
通
す
る

こ
と
は
、
脱
サ
ラ
を
し
て
、
職

人
を
目
指
し
た
と
い
う
点
。

　
「
若
い
世
代
の
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
伝
統

工
芸
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
漆
器
を
も
っ
と
多
く

の
人
に
使
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
で
す
ね
」（
鈴
木

さ
ん
）。「
ま
ず
は
与
え
ら
れ
た
も
の
を
一
人
前
に

挽
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
。
小
田
原
で
勉

強
し
な
が
ら
、
一
人

前
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」（
大
木
さ
ん
）

　

素
材
の
中
に
隠
れ

た
美
し
い
木
目
を
見

出
す
小
田
原
の
も
の

づ
く
り
は
、
人
づ
く

り
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

研修修了の記念作品として
市に寄贈された小田原漆器

素材の魅力を引き出せ
小田原挽物技術後継者育成事業

同会　情報提供部会部会長

和田 道
みち

明
あき

さん

大木 大木 淳淳
あつしあつし

さんさん鈴木 鈴木 友友
ともとも

子子
ここ

さんさん

楽しく編集作業をする会員の皆さん

昨年発行した
「自分時間手帖」
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皆
さ
ん
の
活
動
現
場
に

　

お
伺
い
し
て
い
ま
す

　

〜
現
場
で
感
じ
る
市
民
の
力
〜

Y
広
報
広
聴
室　

☎
33
１
２
６
３

小
田
原
の
中
に
は
、
ふ
だ
ん
私
た
ち
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
地
域
や
町

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
を
さ
れ
て
い
る
多
く
の
か
た
が
い
ま
す
。

そ
う
し
た
皆
さ
ん
の
現
場
に
お
伺
い
し
、
生
の
声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
そ
の
体
験
や
ご
意
見
を
今
後
の
市
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
昨
年
11
月
か
ら
3
月
ま
で
の
よ
う
す
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

市長の
現場訪問

「生涯学習センターサポーティングスタッフ
の会」の活動現場を訪問しました。皆さんは、
生涯学習センターけやきで行う「読み聞か
せ」「図書室の整理」「よいこ名作劇場（映写）」
にボランティアで協力していただいています。
当日は、けやき図書室の整
理を一緒に行った後、会員
の皆さんと懇談をしました。
皆さんの地道な活動により、
けやきの事業が支えられ
ています。

NPO法人「小田原食とみどり」が開催す
る「農の学校」の中で、ハーブを無農薬
で育てている「ハーブ倶楽部」の活動現
場を訪問しました。
畑の草取りやハーブの剪

せん

定
てい

などの作業
を一緒にした後、採れたてのフレッシュ
ハーブティーをいただきながら、意見交
換を行いました。

外国出身のかたがたへ、ボランティアで日
本語指導を行っている「いろはの会」の活動
現場を訪問しました。国際交流ラウンジで
日本語指導のようすを見学した後、指導者
の皆さんと懇談をしました。皆さんは、日
本語がままならない子どもたちの教育につ
いて懸念されていました。もっとサポート
していきたいが、今の会員数では手一杯で
あるというお話などをいただきました。

託児ボランティアグループ「はちの会」の
活動現場を訪問しました。当日は、ボラン
ティアの皆さんが行っている託児に参加し
た後、懇談をしました。皆さんからは、子
育ての悩みを抱えながら一人でがんばって
いるお母さんたちに、託児の場をもっと利
用して外に出てきてほしいという、温かい
言葉をいただきました。

下曽我応援団「ぷらむ」を訪問しました。
当日は、下曽我地区剣

つるぎ

沢
さわ

周辺で行われた
竹の伐採作業を参加者の皆さんと一緒に
行いました。この作業は、地域の資産であ
る「剣沢」を増殖する竹から守るために、
地域の皆さん自ら取り組んでいただいて
いるものです。その後、青空の下で意見交換を行いました。ぷらむの皆さんは、
ほかにカレンダー作成やビオトープの管理などの活動を地域の活性化のため
に地道に続けていられます。

11月 2日
 （月）

 12月16日　
（水）

2月 8日
 （月）

2月1日
 （月）

「ハーブ栽培」 「けやき図書室の整理」

「外国出身者への日本語指導」 「託児ボランティア」

「竹の伐採作業」

2009

2010

3月13日
 （土）
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「ありがとう片浦中学校」

片
浦
中
学
校
の
あ
ゆ
み　

〜
地
域
と
歩
ん
だ
63
年
間
〜

　

昭
和
22
年
５
月
、
片
浦
村
立
片
浦

年
５
月
、
片
浦
村
立
片
浦

中
学
校
と
し
て
開
校
（
当
時
は
片
浦

中
学
校
と
し
て
開
校
（
当
時
は
片
浦

小
学
校
に
併
設
）。

　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
と
い
わ

　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域

れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域

全
体
で
見
守
っ
て
き
た
片
浦
地
区
の

全
体
で
見
守
っ
て
き
た
片
浦
地
区
の

人
々
。
63
年
間
に
わ
た
り
、
地
域
に

年
間
に
わ
た
り
、
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
と
し
て
、
片
浦
中
学

開
か
れ
た
学
校
と
し
て
、
片
浦
中
学

校
は
、
２,
６
６
０
人
の
卒
業
生
を

６
６
０
人
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
在
校
生
た
ち
は
、４
月
か
ら
、

　

最
後
の
在
校
生
た
ち
は
、４
月
か
ら
、

元
気
に
た
く
ま
し
く
、
城
山
中
学
校

元
気
に
た
く
ま
し
く
、
城
山
中
学
校

に
通
い
始
め
、
新
た
な
学
校
生
活
を

に
通
い
始
め
、
新
た
な
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
思
い
あ
ふ
れ
る
片
浦
中
学

　

地
域
の
思
い
あ
ふ
れ
る
片
浦
中
学

校
は
、
今
後
、
片
浦
地
区
の
地
域
活

校
は
、
今
後
、
片
浦
地
区
の
地
域
活

性
化
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
施
設
活

性
化
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
施
設
活

用
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら

閉
校
事
業
実
行
委
員
長
山
室
光
正
さ
ん

　

昨
年
秋
、「
１
０
０
人

校
歌
」
と
題
し
て
閉
校
記

念
誌
に
収
録
す
る
校
歌

の
Ｃ
Ｄ
録
音
を
行
い
ま

し
た
。
予
想
を
超
え
る

２
０
３
人
も
の
卒
業
生
、
地
域
の
か
た
に
よ

る
大
合
唱
。
片
浦
中
学
校
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
形
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
校
式
で
は
、
加
藤
市
長
ら
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
懐
か
し
い
写

真
を
映
し
な
が
ら
、
歴
代
の
卒
業
生
、
元
職

員
な
ど
が
当
時
の
学
校
生
活
の
思
い
出
を
語

り
、
生
徒
に
よ
る
言
葉
と
歌
、
校
歌
斉
唱
、

校
旗
返
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
閉
校
式
の
来

場
者
は
５
０
０
人
以
上
。
卒
業
生
を
は
じ
め

と
す
る
本
当
に
多
く
の
か
た
が
た
に
見
守
ら

れ
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
校
し
ま
し
た
。
私
た

ち
に
と
っ
て
片
浦
中
学
校
で
過
ご
し
た
日
々

は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

昭
和
22
年
度
…
片
浦
村
立
片
浦
中
学
校
と

し
て
開
校

昭
和
25
年
度
…
校
舎
落
成
祝
賀
記
念
祭

昭
和
26
年
度
…
校
歌
制
定
発
表
会　

施
設
優
良
校
文
部
大
臣
表

彰
伝
達
式

昭
和
27
年
度
…
校
服
制
定　

学
校
植
林
優
秀
校
県
表
彰

昭
和
29
年
度
…
小
田
原
市
合
併
に
よ
る
校

名
変
更

昭
和
31
年
度
…
柑
橘
園
整
地
・
苗
木
植
え

付
け

昭
和
35
年
度
…
文
部
省
指
定
産
業
教
育
研

究
発
表
会

昭
和
37
年
度
…
環
境
美
化
優
良
校
県
表
彰

昭
和
40
年
度
…
牛
乳
給
食
開
始

昭
和
41
年
度
…
校
旗
制
定

昭
和
44
年
度
…
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

体
育
館
兼
講
堂
落
成
式

昭
和
47
年
度
…
プ
ー
ル
落
成
式　

給
食
開
始

昭
和
48
年
度
…
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
男
子

優
勝
・
関
東
大
会
出
場

昭
和
50
年
度
…
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
県

表
彰

昭
和
51
年
度
…
開
校
30
周
年
記
念
「
友
愛

の
池
」
築
造

昭
和
53
年
度
…
優
良
こ
ど
も
銀
行
大
蔵
大

臣
表
彰

昭
和
60
年
度
…
旧
校
舎
解
体
作
業
・
改
築

工
事
開
始

昭
和
61
年
度
…
新
校
舎
落
成

平
成
４
年
度
…
パ
ソ
コ
ン
教
室
完
成

平
成
８
年
度
…
開
校
50
周
年
式
典

「
青
と
緑
の
丘
」
造
成

平
成
17
年
度
…
体
育
館
天
井
板
落
下
防
止

工
事

平
成
21
年
度
…
体
育
館
耐
震
補
強
工
事　

閉
校
式

63年間の幕を閉じた片浦中学校。3月13日に閉校式、
記念碑除幕が行われ、卒業生をはじめ地域の皆さん
が駆けつけ、別れを惜しみました。

片浦中学校　年表

Y教育総務課　☎教育総務課　☎教育総務課 3 3 -1671

閉校式で合唱する生徒たち

最後の生徒となった15人の手により幕が外された



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

3
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
，３
９
０
人    

７
８
，２
３
７
世
帯

毎
月
1
日
発
行

No.1010

発
行
●
小
田
原
市　

_

２
５
０-

８
５
５
５ 

小
田
原
市
荻
窪
３
０
０
番
地　

市
役
所
総
合
案
内 

☎
０
４
６
５ 
33 
１
３
０
２

編
集
●
広
報
広
聴
室 

☎
０
４
６
５ 

33 

１
２
６
１
・
6
０
４
６
５ 

32 

４
６
４
０　
　

ⓒ
小
田
原
市
２
０
１
０
・
5

５月４日・５日には、市内の４神社が例大祭を迎えます。５月４日・５日には、市内の４神社が例大祭を迎えます。
威勢のいい威勢のいい木木

き

遣遣
や

り歌とともに、勇壮なり歌とともに、勇壮な神神
み

輿輿
こし

が何十が何十
基も練り歩き、街中や神社の周りには露店が軒を連基も練り歩き、街中や神社の周りには露店が軒を連
ねて賑わい、ゴールデンウィークには欠かせない小ねて賑わい、ゴールデンウィークには欠かせない小
田原の原風景になっています。田原の原風景になっています。

「まちなかの祭礼」「まちなかの祭礼」
表紙の言葉表紙の言葉

天守閣復興前の天守台（1958年頃）

市
民
の
願
い　

実
現
に
向
け
て

　

小
田
原
城
天
守
閣
復
興
へ
動
き
出
し

た
の
は
、終
戦
後
ま
も
な
く
の
こ
と
で
す
。

市
制
施
行
10
周
年
に
あ
た
る
１
９
５
０

年
、
長
い
間
崩
壊
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
た
天
守
台
の
復
興
に
向
け
、
市
内
の

町
内
会
が
、「
天
守
閣
石
一
積
運
動
」
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
よ
る
24
万

円
の
募
金
も
活
用
し
１
９
５
３
年
12
月

に
天
守
台
の
石
垣
が
復
興
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
小
田
原
商
工
会
議
所
は
１
９

５
６
年
10
月
に
「
小
田
原
城
天
守
閣
復

興
促
進
会
」
を
設
立
し
、
天
守
閣
復
興

に
関
わ
る
募
金
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

翌
年
に
は
市
も
本
格

的
に
天
守
閣
復
興
に

取
り
組
み
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
天
守
閣

復
興
資
金
の
た
め
の

起
債
の
許
可
が
自
治
庁
か
ら
お
り
、
さ

ら
に
県
か
ら
の
補
助
金
も

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

進
め
ら
れ
た
瓦
一
枚
運
動

　

小
田
原
城
天
守
閣
復
興

促
進
会
で
は
１
９
５
７
年

５
月
か
ら
募
金
活
動
を
行

い
、１
９
５
９
年
に
市
が
「
小

田
原
城
天
守
閣
復
興
期
成

会
」
を
設
立
し
、
こ
の
活
動

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
募
金
で
集
め
ら
れ
た
金

額
は
２
千
万
円
以
上
に
上
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
進
め
ら

れ
た
の
が
「
天
守
閣
復
興
瓦

一
枚
運
動
」
で
す
。
１
９
５

９
年
12
月
か
ら
、
市
役
所
商

工
観
光
課
、
城
址
公
園
本
丸

広
場
で
受
付
が
開
始
さ
れ
、

そ
の
後
、
小
田
原
駅
前
広
場
、

各
支
所
、
星

﨑
記
念
館
、
銀
座
通
り
な

ど
に
も
窓
口
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
金
額
に
し
て
約

２
４
０
万
円
、
瓦
の
枚
数

２
万
１,
３
６
６
枚
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
も
天
守
閣
に
葺ふ

か
れ
た
瓦
の
約
３
分

の
１
に
は
、
こ
の
運
動
に
参
加
さ
れ
た

人
々
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

絶
え
間
な
い
人
々
の
訪
れ

　

１
９
６
０
年
５
月
15
日
に
総
工
費
約

８
千
万
円
で
天
守
閣
再
建
工
事
は
竣
工
、

５
月
25
日
午
後

１
時
に
一
般
の

入
場
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
開

館
初
日
は
４,
３

１
２
人
が
入
場
し
、

開
館
後
初
め
て

の
日
曜
日
に
あ

た
る
５
月
29
日

に
は
１
万
４,
６

２
３
人
も
の
人

が
入
場
し
ま
し
た
。

開
館
後
５
年
間

は
年
間
50
万
人

以
上
の
入
場
者

を
数
え
、
１
９
６
３
年
に
は
過
去
最
高

の
55
万
８,
０
０
９
人
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

総
入
場
者
数
は
１
９
７
９
年
に
は
１
千

万
人
、
２
０
０
２
年
に
は
２
千
万
人
を

達
成
。
２
０
１
０
年
３
月
31
日
ま
で
の

総
入
場
者
数
は
２,
２
５
７
万
４,
７
４
４

人
に
達
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
の
願
い
に
よ
り
復
興
さ

れ
た
小
田
原
城
天
守
閣
は
、
こ
れ
か
ら

も
大
勢
の
市
民
や
観
光
客
で
賑
わ
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

市制施行から70年という節目の今年。
先人の営みより継承されたもの、
自然事象とともに刻んだ足跡、
古きよき故郷の懐かしい面影など、小田原の歴史には
「無尽蔵の市民力」へとつながることがたくさんあります。
ここでは、そうした記録と記憶をたどります。

〈連載〉

あの日 あのとき
小田原

1950年の1950年の
祭礼のようす祭礼のようす祭礼のようす祭礼のようす

フラッシュバック フラッシュバック 原風景原風景小田原ふるさとの原風景百選 no.42

完成式典で
テープカットを行う、
鈴木十郎市長

天守閣特別展
「天守閣復興50周年記念 
写真で綴る天守閣復興50年の歩み」
■期日　5月15日（土）～6月13日（日）
　　　　  午前9時～午後5時
             （入館：午後4時30分まで）
■内容　1960年5月15日の天守閣再建工
事竣工から今日までの「50年の日々」を写真
パネルで紹介
■入館料　大人/400円　
　　　　　　小・中学生/150円
【同時開催】ギャラリートーク　
５月16日（日）午後1時30分～2時30分
※特別展の解説を学芸員が行います。
■銅門内部の特別公開　　
6月13日（日）午前10時～午後3時　
無料 
※混雑時は入場を制限させていただきます。

瓦一枚運動は市民一人ひとりの熱意に支えられた

天守閣復興に沸く小田原駅前

第2回

人々がつくり、人々が集う、市の象徴

小田原城天守閣の復興
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